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研究成果の概要（和文）：本研究は多国籍企業がホスト国の消費者市場に参入を考える場合にい

かなる参入形態選択すべきかを理論的に分析することを主眼としている。その際に主に 2 つの

観点からの分析を行った。一つ目はブランドの差別化の度合いに応じて参入形態が変わるとい

う考え方である。また、二つ目は流通チャネルコントロールの問題にマルチタスクのプリンシ

パル・エージェントモデルなどを応用することでメーカーと小売りの指向の違いが参入形態を

変えるという考え方である。

研究成果の概要（英文）：This research project analyzed the incentive of the multinational
firms to enter into developing countries consumers market. Especially, we are interested in
how firms decide entry modes: whether it enters by M&A or Greenfield, in relation to the
distribution channels and marketing strategies. We find that the degree of differentiation
of the products matters for the firm’s decision of entry modes. We also used the multi-task
principal agent model and find that the diverse interests between retails and
manufacturers matter for the decisions of entry modes.
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１．研究開始当初の背景

多国籍企業とは複数の国家にまたがって事

業経営（製品企画・開発、購買・生産から流

通・マーケティング・販売に至るまでの価値

連鎖／バリュー・チェーンの一部）を行う企

業のことであるが、（多国籍企業にとっての）

本国から投資受け入れ先であるホスト国に

進出を行うに当たっては、様々な参入形態

（エントリー・モード）が考えられる。多国

籍企業はホスト国にゼロから子会社を設立

する（グリーンフィールド投資）か、ホスト

国の現地既存企業を買収することで現地の

オペレーションを入手する（クロスボーダー

M&A）か、それともホスト国の現地企業に
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オペレーションを業務委託する（アウトソー

シングとか外注とかアームズ・レングス取引

などと呼ばれる）か、などの選択肢が考えら

れる。いかなるエントリーモードを選ぶのか

という研究課題は、国際貿易・直接投資の分

野では 2000 年頃から様々な文献が登場し、

盛んに議論されている。特筆すべきは以下の

２つのアプローチである。

一 つ 目 は Grossman-Hart-Moore や

Williamson らの組織の経済学や契約理論（特

に取引費用アプローチと財産権アプローチ）

をもとにした Grossman and Helpman

(2002, 2005)や Antras (2003)らのアプロー

チである。これらのモデルでは契約の不完全

性と関係特殊的な投資とその事後的なホー

ルドアップ問題を軸にした理由によって、多

国籍企業がホスト国進出する際にアウトソ

ーシングするか自らの直接投資で進出する

かの決定をどのように行うのかを明らかに

した。

二つ目は Melitz (2003)によって提唱された

メリッツモデルと呼ぶアプローチである。こ

ちらは、Helpman and Krugman (1985)らの

Dixit-Stiglitz(1977)型の独占的競争モデルを

Hoppenhyn (1992)と組み合わせることで生

産性が多様(heterogeneous)であるような無

限個数の企業が存在するケースを分析して

いる。Melitz (2003)では生産性の低い企業群

は多国籍企業になれずに自国の市場のみに

製品を供給し、生産性が高くなると国際的活

動（輸出など）を行う。Antras and Helpman

(2005)はメリッツモデルを拡張して生産性が

高い企業は直接投資を行い、次に高い企業は

輸出のみの国際活動で、国内生産しかできな

い企業があり、最後に生産性が低すぎて退出

するケースを分析した。

これらの二つのアプローチを用いた多くの

文献の中での垂直関係とは、本社機能と生産

機能という区分けを行っており、安価な生産

拠点を求めた直接投資の説明を行っている。

これは 1990 年代の多国籍企業のアジアなど

途上国への投資活動の説明としては理にか

なっている。その時代における企業内貿易の

増加は、現地生産子会社の設立増加を伴って

起きているからである。

しかしながら、近年、特に 2000 年以降にな

ってからは、中国やインドの一人あたりの国

内総生産が拡大を続け、生産拠点としてより

も消費者市場としてのこれらのマーケット

の重要性が高まっている。実際に途上国に先

進国の多国籍企業が M&A を行って参入する

場合には、生産拠点よりも消費者マーケット

を狙ったケースが増えてきた。特に、消費者

市場における流通チャネルの確保を狙った

現地企業買収のケースがビジネス関連マス

コミを賑わせることが多くなってきた。

そこで、多国籍企業が途上国消費マーケット

に参入する際の流通チャネルを確保するた

めにいかなる参入形態の選択を行うかを分

析することは時代の流れに乗っていると言

えるだろう。

２．研究の目的

本研究は途上国の消費者市場に参入を考え

る多国籍企業がいかなる参入形態をとるの

かを理論的に分析することを主眼としてい

る。これまでの主な研究が生産拠点を移管す

る際の参入問題を考えていたのに対して、本

研究では主として消費者市場に販売する目

的で参入するケースを考える。消費者マーケ

ットにおいての販売では、ホスト国内の流通

チャネルの確保がカギを握っている。特に、

流通チャネルをどのような形態で利用する

か（水平統合的に活用するのか、それとも排

他的取引契約を結ぶのか、また企業合併後に

現地ブランドを併存して売るのかそれとも

現地ブランドを統廃合するのかなど）は、ブ

ランドの差別化の度合いに大きく依存する

と考えられる。本研究が既存の研究と比べて

独創的である点として、製品差別化された市

場においてのブランド戦略を寡占モデルを

用いて分析すること、マルチタスクのプリン

シパル・エージェントモデルなどを応用する

ことで卸売・小売などの流通チャネルを明示

的にモデル化することが、あげられる。

３．研究の方法

本研究は理論的な分析を中心としているた

めに、（１）既存文献の調査、（２）理論モデ

ルの構築、（３）論文の執筆、（４）研究会や

学会での研究発表、（５）研究会などのフィ

ードバックを踏まえた論文の修正・加筆、

（６）国際的な専門学術雑誌への投稿プロセ

ス、（７）より一般的読者のための啓蒙的著

作・記事などによる研究結果の発表、の 7段

階のプロセスを経て研究が実行される。

４．研究成果

本研究は多国籍企業がホスト国の消費者市

場に参入を考える場合にいかなる参入形態

選択すべきかを理論的に分析することを主

眼としている。その際に主に３つの観点から

の分析を考えている。一つ目はブランドの差

別化の度合いに応じて参入形態が変わるの

かという考え方である。また、二つ目は流通

チャネルコントロールの問題にマルチタス



クのプリンシパル・エージェントモデルなど

を応用することでメーカーと小売りの指向

の違いが参入形態を変えるという考え方で

ある。三つ目はクロスボーダーの M&A で相手

国市場に参入する際のブランド戦略を買収

先企業のブランドと統合するのか、それとも、

ブランドを別々にキープするのかをいかに

して決めるのかという観点である。

一つ目のブランド差別化問題については香

港城市大学の Chia-Hui Lu 氏を海外共同研究

者として寡占モデルと垂直統合のモデルを

組み合わして分析を行っている。この論文は

2007 年にアテネの欧州貿易研究学会やキプ

ロス大学にて発表を行った。現在改訂作業中

である。二つ目のマルチタスクのプリンシパ

ル・エージェントモデルによる流通チャネル

の 分 析 で は 、 Milgrom and

Robert(1991),Gibbons(2005)や Grossman and

Helpman(2004)などの関連文献をもとに市田

単独で理論モデル化を行い、2008 年にシドニ

ーのアジア太平洋貿易学会やワルシャワの

欧州貿易研究学会にて研究発表を行った。こ

の論文もジャーナル投稿に向けての準備中

である。三つ目のクロスボーダーの M&A のブ

ランド戦略のモデルは、寡占モデルを用いて、

ブランドの統合と分割戦略を分析している。

2009 年ローマでの欧州貿易研究学会、ペンシ

ルバニア州立大学での中西部国際経済学会

と、2010 年台湾国立中央大学にて発表を行い、

現在それらで得られたコメントをもとに改

訂中である。
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